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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成22年5月27日(2010.5.27)

【公表番号】特表2009-534171(P2009-534171A)
【公表日】平成21年9月24日(2009.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2009-038
【出願番号】特願2009-505794(P2009-505794)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  19/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  11/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   9/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  19/18    　　　　
   Ｂ０１Ｆ  11/00    　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｆ   9/10    　　　　
   Ｂ０１Ｆ  11/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月9日(2010.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応器容器（５）および駆動ユニット（１４）を含み、反応器内容物（４）が、駆動ユ
ニット（１４）によって反応器の（好ましくは垂直の）固定された軸を中心として振動－
回転運動することを特徴とする反応器であって、反応器内容物（４）への機械的パワーの
投入が、反応器および／または反応器容器（５）の適切な外殻形状によって、並びに／あ
るいは、反応器および／または反応器容器（５）内に静的に設置される内部構造物によっ
て可能となる反応器。
【請求項２】
　反応器容器および駆動ユニットを含み、反応器内容物が、駆動ユニットによって反応器
の（好ましくは垂直の）固定された軸を中心として振動－回転運動することを特徴とする
反応器であって、反応器内容物へのパワーの投入が、反応器の適切な外殻形状によって、
および／または反応器内に静的に設置される内部構造物によって可能となる、請求項１に
記載の反応器。
【請求項３】
　締め付け要素、下側のフレーム、反応器を使用する時に２個の締め付け要素（５４）と
（５６）との間で締め付けて固定される撹拌器ブレードフィルム要素（５２）で形成され
るブレード撹拌器、支持リング（５８）を介して溶接または接着によって反応器（５）の
底部に固定される、少なくとも１個の底部ベアリング（６０）、回転可能な底部（２０）
内に入れられた駆動支軸（５９）であって、駆動モーメントに応じて歯車または単純なキ
ー・ボウとして設計され得る駆動支軸（５９）、頂部ベアリング（６２）と結合するタイ
ロッド（６４）および保持デバイス（７０）を有する容器を含む、請求項１または２に記
載の反応器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　出発材料および生成物溶液の、穏やかな滅菌およびウィルスの不活性化は、２５４ｎｍ
の波長でのＵＶＣ照射によって、達成され得る。放射線は、ウィルスおよび微生物の吸収
極大にあるＤＮＡおよびＲＮＡを傷つけ、それによってそれらの増殖を防ぐが、ＵＶＣ照
射の吸収極小にあるタンパク質は、非常に十分に保持される。重要な問題は、ＵＶＣ照射
の浸透の深度がしばしば、生物学的培地のたった十分の数ミリメートルに限定されること
である。第１に、必要な放射線量で全てのウィルスに照射するため、そして第２に、生成
物の、放射線による負担を最小にするために、このことによって、活性な照射区域におい
て膜の効率的な置換が必要とされる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　物質輸送、熱輸送、粒子分離、ＵＶ照射、および固体または添加剤またはガスの添加ま
たは分配といった、全てのプロセスエンジニアリング工程は、反応媒体の十分な撹拌を必
要とする。この撹拌は、製薬工業においては、当該工業で習慣上使用されているステンレ
ス鋼の反応器における適切な大きさの攪拌器または噴霧によって保証される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　膜ガス導入が、細胞培養の穏やかな酸素供給のために使用される。膜として、ガス透過
性シリコンチューブが、放射状に輸送するアンカー型撹拌器からの流れを受け取る円筒形
の膜固定子上に巻き付けられる（国際公開第２００５／１１１１９２号Ａ１）。２倍以上
の交換面積、およびそれによる物質輸送の相当な増加は、膜固定子を並列させることによ
り達成され得る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　発酵技術分野において使い捨て技術を使用するための、多数の特許が存在する。これら
の大部分のシステムにおいて、混合および酸素供給は噴霧によって達成され、別の混合シ
ステムは設けられていない（米国特許明細書第５，５６５，０１５号、国際公開第９８／
１３４６９号、米国特許明細書第６，４３２，６９８号Ｂ１、国際公開第２００５／０４
９７８５号Ａ１、欧州特許出願公開第１６０２７１５号Ａ２、国際公開第２００５／０８
０５４４号Ａ２）。噴霧のみによっては達成することのできないより高い酸素要求量が培
養に必要とされる場合、噴霧は分散混合システムと組み合わせられ得（国際公開第２００
５／１０４７０６号Ａ２、国際公開第２００５／１０８５４６号Ａ２、国際公開第２００
５／１１８７７１号Ａ２）、またはポンプによる循環と重複させられ得る（国際公開第２
００５／０６７４９８号Ａ２）。噴霧ユニットの最大の処理容量は現在、１０００リット
ルまでである。常套の撹拌器を有するが使い捨てのシステムとしても設計されうるシステ
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ム（国際公開第２００５／１０４７０６号Ａ２、国際公開第２００５／１０８５４６号Ａ
２）においては、１００００Ｌまでの処理容量が達成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　他の使い捨てシステムは、膜または表面ガス導入によって、培養に必要なガス導入速度
を提供する。この場合、ガス輸送に必要な交換面積は、輸送されるガスが透過できる膜に
よって、またはガス空間に対して開かれた境界面積によって提供される。細胞培地への直
接的なガス導入が進行しないため、これらの反応器における粒子圧力が低いものとして類
別される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　他の表面ガス導入システムは同様に、振動装置に固定される平面状のバッグとともに作
動する。前記バッグは一部のみ充填され、その結果、上方にガス・スペースを有する自由
な表面が形成される。上下（または前後）に動く運動または偏心回転運動によって、培地
が混合され、供給される栄養分が分配され、細胞の沈殿が防がれ、そして表面が撹拌され
る（米国特許明細書第６，１９０，９１３号Ｂ１、国際公開第００／６６７０６号、米国
特許明細書第６，５４４，７８８号Ｂ２）。この技術において、自由表面を経由して培養
物に酸素が供給される。運動は、流れが穏やかで細胞が強い剪断力に晒されないように、
連続的に適合される。単位当たりの最大処理容量は、現在のところ５８０リットルである
。この技術は穏やかなガス導入機構を提供するが、工業的規模への変換が制限される。バ
ッグの高さをほぼ一定に保たなければならず、その結果、容積に対する表面積の比が一定
である容積増加は、２つの水平空間方向においてのみ達成され得る。従って、スケールア
ップは技術的に複雑な並列によってのみ達成され得る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　特に動物または植物細胞を有する剪断力に敏感な培養物の場合、後者は非常に重要であ
り、これらの細胞は、例えば発酵の間、酸素が供給されなければならない。剪断力が高い
ため、ここでは噴霧はしばしば使用され得ず、その結果、剪断力の低い膜ガス導入が通常
使用される。本発明の反応器における静的混合要素が管モジュールとして構成される場合
、後述のように、非常に高い酸素投入量またはＣＯ２除去が、３０ｍ２／ｍ３より大きい
特定の管または交換面積を使用することにより保証され得る。その交換面積は、従来技術
と比較して、大規模な反応器においてさえ回転封止（またはシーリング）要素のない使い
捨て反応器において拡大される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３１】
　本発明は更に、このような反応器に適したガス導入モジュールに関し、特に本発明の反
応器の一部であり、設置された状態におけるものが例として後述される、特にガス分配器
または膜モジュールに関する。管モジュールとして好ましく設計される膜モジュールは特
に、実質的に垂直に配置された透過性の、特に管状の膜を有し、酸素および二酸化炭素な
どのガスは、酸素および／または他のガスが剪断力の小さい方法で反応器に導入され得る
ようにして、その膜を通過し得るが、液体はその膜を通過し得ない。膜は、反応器内に固
定され、または可動状態で設けられ、特に好ましくは不活性流体に対して動かされ得るよ
うに構成され、その結果、ガス導入およびガス分配だけでなく、混合流れもまた引き起こ
され得る。膜ガス導入に必要とされる交換表面積を提供する、互いに隣接して配置された
膜または膜チューブの複数のグループが、特に提供される。例えば、管モジュールおよび
平坦な膜（または平膜）として構成された膜モジュールは、少なくとも反応器に対して、
実質的に不動となるように構成され、また、ガス処理モジュールが作成に費用をかけるこ
となく要求通りに、特に所望通り結合されうる付加的なユニットとして提供され得るよう
にして、反応器のみが駆動ユニットによって駆動される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　好ましい態様において、ガス導入モジュールは少なくとも一部が本発明の反応器の反応
器容器の一部である。このため、反応器容器は少なくとも２個、特に厳密には２個のサブ
ピース（ｓｕｂｐｉｅｃｅ）を有し、一方、ガス導入モジュールはフレーム（または骨組
）を有し、膜はそれを用いて固定され得る。サブピースは例えば接着によってフレームと
結合され得、それによって、ガス導入モジュールのフレームと共に反応器の反応器容器を
形成し得る。例えば、２個の殻形（ｓｈｅｌｌ－ｓｈａｐｅｄ）サブピースが、実質的に
方形に形成されるフレームの互いに向かい合わない２つの末端側面においてフレームに固
着され得る。反応器内容物と向かい合うフレームの側面は反応器容器の外殻表面の一部を
形成する。ガス、例えば酸素は、それを供給するためにサブピースに貫通させられること
を要する貫通ライン（またはスルーライン、ｔｈｒｏｕｇｈｌｉｎｅ）の設置を必要とす
ることなく、フレームの反応内容物と向き合わない側面を介して、ガス導入モジュールの
膜に供給され得る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　新規混合反応器において実施される別の反応は、滅菌およびウィルスの不活性化を目的
とする、反応器内容物の照射である。照射は、例えば容器壁および／または内蔵要素に配
されたＵＶ照射器によって、使い捨て反応器の範囲内で進行する。支持壁およびバッグは
当業者に知られている透明なＵＶ放射線透過性材料で作られ、支持壁は好ましくは石英ガ
ラス、ＰＭＭＡまたはマクロロン（Ｍａｋｒｏｌｏｎ）製であり、バッグは応用法に応じ
て作られ得、例えばフッ素化エラストマー、ＰＭＭＡ，またはマクロロンである。生物学
的媒体のＵＶ照射における問題点は、ＵＶ波の浸透深さがしばしば極度に制限されること
であり、ＵＶ波は、濁度に依存して媒体のたった十分の数ミリメートルのみに浸透し得る
。良好な混合運動および媒体側の境界層の不変的な集中的置換は、境界層から離れた反応
器ゾーンもまた、反応性ゾーンにおける滞留時間が長すぎる場合に、生成物が許容できな
いほど傷付けられること無く、放射によって捕らえられ得ることを意味する。この方法で
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、使い捨ての大きな反応器においてさえ、滅菌および不活性化が、大量の微生物の減少お
よび少量の生成物減損と共に滅菌条件の下で第一に実施され得る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　反応器は、使用された後に廃棄され得る使い捨て反応器として、特に構成される。この
ために、反応器容器は安定な、好ましくは多層の高分子材料、またはグリッド構造を安定
させるために、および意図したプロセスエンジニアリングユニットの操作を支持するため
に利用されてきた高分子材料から製造され得る。反応器容器は、好ましくは、少なくとも
一部が反応器の外殻形状と適合するハウジング（または囲い）と結合する。このために、
好ましくは可とう性である、および／または曲がるように構成された反応器容器が、ポジ
ティブフィット（または押し込み嵌合）および／または摩擦嵌合（摩擦フィット）として
、容器内に挿入されかつ／または吊り下げられ得る。加えて又は別法として、好ましくは
、反応器容器は、特に圧力を減少させることによって、分離可能なようにハウジングに取
り付けられる。例えば、反応器容器と近接するトラフ（ｔｒｏｕｇｈ）を設けることがで
き、反応器容器を固定するため、減圧がこのトラフに適用され得る。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　膜ガス導入の場合、回転シーリング要素のない使い捨て反応器において、そしてその上
、非常に大きい反応器の規模において、３０ｍ２／ｍ３よりかなり大きい固有の交換面積
が保証され得る。図２ｂは、管モジュール７２を用いた本発明の膜ガス導入３の穏やかな
使用を、撹拌要素によって供給される従来技術の流れ供給（ｆｌｏｗ－ｆｅｄ）膜固定子
システム２と比較して示す。この図を描くために、酸素の容量物質輸送係数ｋａが動的方
法で測定され、縦座標としてプロットされる。横座標において、いわゆる参照直径群がプ
ロットされる。参照直径群は、ｖｏｎ　ＨｅｎｚｌｅｒとＢｉｅｄｅｒｍａｎｎによって
記述された方法（撹拌反応器における粒子の加圧（Ｂｅａｎｓｐｒｕｃｈｕｎｇ　ｖｏｎ
　Ｐａｒｔｉｋｅｌｎ　ｉｎ　Ｒｕｉｈｒｒｅａｋｔｏｒｅｎ）、Ｈｅｎｚｌｅｒ、Ｈ．
－Ｊ．、Ｂｉｅｄｅｒｍａｎｎ、Ａ．、Ｃｈｅｍｉｅ－Ｉｎｇｅｎｉｅｕｒ－Ｔｅｃｈｎ
ｉｋ、６８（１９９６）１５４６頁以降）によって規定される。参照直径群は懸濁微粒子
の流体力学的剪断の尺度であり、小さい参照直径群は剪断力が大きいことを表しており、
逆もまた同様である。乱流の流れの範囲において敏感な細胞を培養するために、１５０μ
ｍの参照直径群が基準として使用される場合、本発明によれば、ｋａの値のパワーの増加
のポテンシャル１は、同じ粒子の圧力に対して１０倍より大きい。この大きなポテンシャ
ル１はスケールアップおよび安価なガス導入膜の設計において幾分かのゆとりを可能にす
る。バイオリアクターにおいて非常に大きい固有の交換面積が達成され得る管モジュール
７２の代わりとして、例えば、平坦な膜で作られるより安価な流れ通過（またはフロー・
パス）要素３２０、または約１０ｍ２／ｍ３の大きさのオーダーのわずかに減少した固有
の交換面積を有する、平行に押出し成形されたチューブ膜３３０もまた、使用され得る。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５９】
　回転振動１５を反応器壁から媒体４へ伝達する、特に単純でかつそれにも関わらず有効
な方法が、適切な反応器の形状を選択するだけで、流れ内部構造物なしで行われ得る。図
５ａ～ｃに示すように、円筒形の断面を有する反応器５の代わりに、平面状の（図５ａ参
照）またはピラミッド型４１（図５ｂ参照）の底部を有する方形の反応器４３が使用され
る場合、これは図５ｃで示される２次流れ５０を与える。これらは、方形の反応器４３の
加速された回転運動４６を中和し、媒体４の質量慣性によって引き起こされる、相対運動
４８に対する反応である。混合操作は、これらの２次流れ５０を用いて開始され得る。液
体表面の運動の結果として、反応器は、表面ガス導入による酸素投入にもまた適切である
。反応器高さは、スケールアップに際して一定に保たれなければならないので、このガス
導入方法は、組み立てのためにかなりの空間が必要とされるため、所望の細胞数に応じて
、反応器容積の小さいものにのみ適切である。酸素の投入は、これが細胞によって許容さ
れることを条件として、噴霧によって改良され、これはこの反応器の場合には、反応器の
スケールに応じて、ある状態の動きにまさって、気泡を液体表面の下に引き込むことによ
り進行する。発酵媒体の選択に応じて、気泡の導入は、より大きいまたはより小さい発泡
の問題を引き起こし得る。この場合、泡が、排出ガスラインを通って、取り付けられた滅
菌フィルターに導かれること、およびこれらのフィルター湿らせること、およびそれによ
って汚染の危険性または閉塞の問題を引き起こすことを防ぐことが確実に必要である。適
切に調節された波状運動によって、表面で形成された泡４９は、この場合、気泡４５の破
裂が実質的に回避されるようにして、流れの渦４７、５０によって媒体４の内部に引き込
まれ得る（図５ｄ）。従って、泡４９は、泡の厚みが非常に小さい、または少なくとも一
部において表面に泡が存在しない（図５ｅ）ようにして、剪断力が小さい方法で、ある程
度まで引き込まれ得る。これを例示として図２０に示す。この図において、反応器容器５
内で形成された泡高さｈを、反応器内容物４の表面領域において平均直径Ｄと関連させて
プロットしており、ここで平均直径は、反応器内容物４の表面の領域における反応器容器
５の実際の断面と同じ面積を有する円形の比較断面から得られる。平均直径Ｄに関する泡
高さｈが、反応器内容物４の容積Ｖと関連する機械的パワーの投入Ｐの関数として描かれ
る。機械的パワーの投入Ｐ／Ｖの増加によって引き起こされる、液体運動の増加による気
泡の導入の結果として、本発明の反応器内の、反応器の直径と関連する泡高さｈ／Ｄ（曲
線１７５）がまず非常に増加するが、パワーの投入が更に増加すると再び低下する様子が
、この図に図式的に示される。従って、パワーの投入の増加に伴って泡高さの持続的な増
加が仮定され得る、泡破壊特性のない表面ガス導入反応器（曲線１７０）と比較して、使
用範囲がかなり拡大する結果となる。本発明の反応器において、泡の発生１７５が、最大
値１９０（第１変曲点１８０と第２変曲点１８５との間に配置される）を通過した後に、
再び減少するように、泡破壊効果を有する流れの動きが起こる。従って、少なくとも表面
ガス導入を含む反応器５は、好ましくは特定の機械的パワーの投入Ｐ／Ｖで操作され得る
。この特定の機械的パワーの投入Ｐ／Ｖは、第２変曲点１８５を基準として、より大きな
ものが選択され、その結果、泡の発生が驚くほど小さい、良好な混合性能が可能となる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図１９に示される反応器は、使い捨てバッグとして構成され、可動式ハウジング６の内
壁と適合する反応器容器５を有する。外側からガスを媒体４内に、半径方向においても導
入できるようにするべく、反応器容器５の内側の少なくとも一部が膜要素３６０で裏打ち
されるように、膜要素３６０を反応器容器５のバック壁内に組み込む。膜要素３６０に対
するガスストリーム供給９４および／またはガスストリーム出口９６は、媒体４にガスを
導入するための別の膜７２が、フレーム２０１と問題なく接続され得るように、フレーム
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２０１を経由して導かれる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　膜上および膜内において、例えばガス導入、ガス分配、液体分配、粒子保持、照射、お
よび／または熱の供給および除去のために、実施され得る、内部構造物のプロセス増強、
ならびにそれによる物理的、生物学的、生化学的、および化学的反応によって、存在する
使い捨て技術の応用範囲はかなり広がり、その結果、新規の反応器は従来入手可能であっ
たものよりもかなり大規模なスケールでもまた、使用され得る。
　本願発明は以下の態様を含む。
（態様１）
　反応器容器（５）および駆動ユニット（１４）を含み、反応器内容物（４）が、駆動ユ
ニット（１４）によって反応器の（好ましくは垂直の）固定された軸を中心として振動－
回転運動することを特徴とする反応器であって、反応器内容物（４）への機械的パワーの
投入が、反応器および／または反応器容器（５）の適切な外殻形状によって、並びに／あ
るいは、反応器および／または反応器容器（５）内の定位置に設置される内部構造物によ
って可能となる反応器。
（態様２）
　反応器容器および駆動ユニットを含み、反応器内容物が、駆動ユニットによって反応器
の（好ましくは垂直の）固定された軸を中心として振動－回転運動することを特徴とする
反応器であって、反応器内容物へのパワーの投入が、反応器の適切な外殻形状によって、
および／または反応器内の定位置に設置される内部構造物によって可能となる、態様１に
記載の反応器。
（態様３）
　平面状（４５）の、またはピラミッド型（４１）の底部を有する、丸みのない、好まし
くは方形の反応器（４３）内の運動が、回転運動（４６）によって二次流れ（５０）を発
生させることを特徴とする、態様１または２に記載の反応器。
（態様４）
　角のある、好ましくは二角から八角、特に好ましくは三角から四角の断面、および平面
状（４５）、ピラミッド型（４１）、または四面体の底部を有する反応器容器（４３）に
おいて、回転運動（４６）によって液体流れ（５０）が発生させられ得ることを特徴とす
る、態様１～３のいずれか一つに記載の反応器。
（態様５）
　反応器容器（５）が、０．２～２．０、好ましくは０．６～１．２、そして特に好まし
くは０．８～１．０の平均直径に対する高さの比を有することを特徴とする、態様１～４
のいずれか一つに記載の反応器。
（態様６）
　好ましくは、反応器容器（５）内に設置される内部構造物が設けられ、この内部構造物
は、駆動ユニットに対して振動して、膜上および／または膜内で物理的、生物学的、生化
学的、および／または化学反応を実行する、例えば膜を経由するガス導入、ガス分配、液
体分配、照射、濾過、吸収、吸着、分析のための、並びに冷却および／または加熱のため
の、機能化された表面を提供することを特徴とする、態様１～５のいずれか一つに記載の
反応器。
（態様７）
　締め付け要素、下側のフレーム、反応器を使用する時に２個の締め付け要素（５４）と
（５６）との間で締め付けて固定される撹拌器ブレード要素（５２）で形成されるブレー
ド撹拌器、支持リング（５８）を介して溶接または接着によって反応器（５）の底部に固
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定される、少なくとも１個の底部ベアリング（６０）、回転可能な底部（２０）内に入れ
られた駆動支軸（５９）であって、駆動モーメントに応じて歯車または単純なキー・ボウ
として設計され得る駆動支軸（５９）、頂部ベアリング６２と結合するタイロッド（（６
４）および保持デバイス（７０）を有する容器を含む、態様１～６のいずれか一つに記載
の反応器。
（態様８）
　締め付け要素、下側のフレーム、反応器を使用する時に２個の締め付け要素（５４）と
（５６）との間で締め付けて固定される撹拌器ブレードフィルム要素（５２）で形成され
るブレード撹拌器、支持リング（５８）を介して溶接または接着によって反応器（５）の
底部に固定される、少なくとも１個の底部ベアリング（６０）、回転可能な底部（２０）
内に入れられた駆動支軸（５９）であって、駆動モーメントに応じて歯車または単純なキ
ー・ボウとして設計され得る駆動支軸（５９）、頂部ベアリング６２と結合するタイロッ
ド（６４）および保持デバイス（７０）を有する容器を含む、態様１～７のいずれか一つ
に記載の反応器。
（態様９）
　混合されるべき物質が、同時に、別の内部構造物によってＵＶ照射され、かつ／または
酸素でガス処理され、かつ／または濾過され、かつ／または熱が放出されることを特徴と
する、態様１～８のいずれか一つに記載の反応器。
（態様１０）
　反応器が使い捨て反応器であることを特徴とする、態様１～９のいずれか一つに記載の
反応器。
（態様１１）
　反応器容器（５）が、安定な、好ましくは多層の高分子材料、またはグリッド構造を安
定化させるために利用される高分子材料から製造されることを特徴とする、せいきゅうこ
う１０に記載の反応器。
（態様１２）
　安定な、好ましくは多層のプラスティックフィルムから製造されることを特徴とする、
態様１０～１１のいずれか一つに記載の反応器。
（態様１３）
　反応器容器（５）が、少なくとも一部が反応器容器（５）の外殻形状と適合するハウジ
ング（６）と結合され、前記ハウジング（６）が駆動ユニット（１４）によって反応器（
５）の好ましくは垂直である、固定された軸を中心として振動－回転運動することができ
ることを特徴とする、態様１０～１２のいずれか一つに記載の反応器。
（態様１４）
　反応器容器（５）が、特に減圧させることによって、分離可能なようにハウジング（６
）に取り付けられることを特徴とする、態様１３に記載の反応器。
（態様１５）
　ハウジング（６）が、実質的に垂直方向に移動できるように、回転可能なように取り付
けられ、特に吊り下げられることを特徴とする、態様１３または１４に記載の反応器。
（態様１６）
　反応器（５）が、反応器の回転の加速またはブレーキが実質的に一定の角加速度または
減速度で進行するように、駆動ユニットと嵌め合わされていることを特徴とする、態様１
～１５のいずれか一つに記載の反応器。
（態様１７）
　反応器（５）の振動－回転運動が、２°≦｜α｜≦３６００°、好ましくは２０°≦｜
α｜≦１８０°、特に好ましくは４５°≦｜α｜≦９０°の範囲の角振幅αを有すること
を特徴とする、態様１～１６のいずれか一つに記載の反応器。
（態様１８）
　反応器（５）にガスと導入するための、実質的に垂直に配置された、透過性の、特に管
状の膜（７４）を有するガス導入モジュール（７２）が設けられていることを特徴とする
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、態様１～１７のいずれか一つに記載の反応器。
（態様１９）
　反応器容器（５）が少なくとも２個、特に厳密には２個のサブピース（２００）を有し
、かつガス導入モジュール（７２）が膜（７４）を固定するためのフレーム（２０１）を
有し、各サブピース（２００）が、特に接着によってフレーム（２０１）と結合されてい
ることを特徴とする、態様１８に記載の反応器。
（態様２０）
　膜（７４）が、開孔性材料、特に発泡体と結合されている膜フィルムを有することを特
徴とする、態様１８または１９に記載の反応器。
（態様２１）
　ガス導入モジュール（７２）が、第１保持プロファイル（３２１）および第２保持プロ
ファイル（３２２）を有し、かつ少なくとも１個の細長い膜（７４）が設けられ、第１保
持プロファイル（３２１）と第２保持プロファイル（３２２）との間に、あちこちに導か
れるように、特にジクザグ形または曲折形に配置されていることを特徴とする、態様１８
～２０のいずれか一つに記載の反応器。
（態様２２）
　反応器（５）が、反応器容器の内側の少なくとも一部において、反応器（５）へガス導
入するための透過膜（３６０）で裏打ちされていることを特徴とする、態様１～２１のい
ずれか一つに記載の反応器。
（態様２３）
　反応器容器（５）が、特にｐＨおよび／または酸素濃度を検出するために、反応器の軸
に対して実質的に周辺方向に延びる細長い蛍光センサー（４０１，４０２）を有し、反応
器容器（５）から離れた光学検出装置（４１１、４１２）が設けられ、蛍光センサーが様
々な部分表面において光学的に検出されるように、検出速度および振動－回転運動が特に
選択されることを特徴とする、態様１～２２のいずれか一つに記載の反応器。
（態様２４）
　振動－回転運動、特に振動－回転運動の加速度の値が、反応器内容物（４）の表面にお
いて、表面に存在する反応器内容物（４）の一部を反応器内容物（４）の内部へ輸送する
波状流れが発生し得るように設定され得ることを特徴とする、態様１～２３のいずれか一
つに記載の反応器。
（態様２５）
　反応器容器（５）が収容する反応器内容物（４）の少なくとも液体表面の領域において
多角形の断面を有する反応器容器（５）を有する反応器であって、この反応器内容物は、
表面または多孔膜を経由して気泡で満たされ、泡を破壊するために、反応器内容物の表面
の泡（４９）が反応器内容物（４）の内部へ輸送されるように振動－回転運動をするよう
になっている、態様１～２４のいずれか一つに特に記載される、噴霧反応器。
（態様２６）
　特に、好ましくは小さい剪断力で泡を破壊することを目的として、態様１～２５のいず
れか一つに記載の反応器を用いて、物質を混合および／または分散させる方法。
（態様２７）
　態様１～２６のいずれか一つに記載の反応器を用いて物質を混合する方法。
（態様２８）
　反応器容器（５）内で形成された泡を、特に、小さい剪断力による泡（４９）の可溶化
のための泡破壊器としての、態様１～２７のいずれか一つに記載の反応器の使用。


	header
	written-amendment

